
①メンバーが例会に60％以上出席参加した状態

②メンバーの100％がJC活動に理解した状態

③新入会員の100％が堺高石JC の一員になったことを自覚した状態

④参加者の100%がwell-beingを理解し、意識を高めることができた状態

⑤新入会員の100%が堺高石JC のメンバーでよかったと感じた状態

④well-being事業の実施（8月例会）

⑤新入会員の同期会の支援
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③堺高石JCシニア・クラブ

②堺高石JCシニア・クラブ　

③入会承認式の設営及び運営（7月）

②新入会員オリエンテーションの設営及び運営（3月）

①年間を通じた会員拡大運動の主導及び実施

■メンバーの意識改革、組織のガバナンス強化を図り、強固な組織にすることを目的としま

す。

現メンバーが前年度の委員会で得た知識、経験を活かし、課題を常にフィードバックしなが

ら、新入会員と積極的な意見交流を通じて様々な事業計画を立案、実施していく中で、拡大

活動の意義と必要性を学び、団結力を高めます。

事業や例会への出席率の低下や中途退会者の増加など、メンバーの帰属意識の低下が、組織

力の低下の一因となっています。地域の発展に貢献できる組織に成長するためには、より多

くの青年経済人を迎え入れるだけでなく、理念に共感し、責任感をもってJC運動に取り組

み、リーダーシップを発揮できるメンバーを育成する必要があります。

実施支援）

①堺市・高石市に所在する大学、企業、堺高石JCシニア・クラブ（会員拡大における

①事業や例会への出席率を向上するために、メンバー一人ひとりが拡大運動を通じ、自覚す

ることで、共属意識を高めます。

②新入会員がJC 運動の理念や意義を理解するために、オリエンテーションを実施すること

で、オピニオンリーダーとして、我がまちを牽引することができる人財を創出します。

③新人会員がメンバーの一員になったことを自覚するために、70周年式典に入会承認式を実

施することで、LOM活動の参加意欲を高めます。

④メンバーがやりがいを感じて主体的に活動できる組織に成長するために、地域の人々が身

体的、精神的、社会的に幸福を感じられる事業を実施することで、well-beingについての理

解を深め、持続可能な社会実現の一助となります。

⑤メンバーが堺高石JCの一員でよかったと実感できるために、意見交流の場を設け、互いに

支え合い、共通の目標に向かって力を合わせる基盤をつくることで、組織の結束力を高めま

す。
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